
「デジタル特定ラジオマイクの技術的条件等」に関する調査の進め方（案） 

 

「小電力の無線システムの高度化に必要な技術的条件」（諮問第2009号）のうち、「デジタ

ル特定ラジオマイクの技術的条件等」に関し、以下のとおり調査を進めることとする。 

 

１ 技術的条件を調査するための前提条件  

(1) 要求条件 

デジタル特定ラジオマイクの遅延時間は1ms以下とする。 

(2) 共用検討を行う対象システム 

地上テレビジョン放送用周波数帯（470MHz～710MHz）のホワイトスペース（以下、

「ホワイトスペース」という。）を利用する無線システム。 

 

２ 調査事項  

デジタル特定ラジオマイクの低遅延化、及びホワイトスペースにおいてラジオマイクの

円滑な運用に資するため、現在の利用環境及び技術的条件を踏まえて以下の事項を調査・

検討。  

(1) 低遅延型デジタル特定ラジオマイクの技術的条件 

(2) ホワイトスペース利用システム相互間の周波数共用方法 

(3) 上記以外の事項についても、国際標準化動向、需要動向等を踏まえ、必要に応じて技術

的条件に係る調査を行う。 

 

３ 当面のスケジュール  

    別紙のとおり。 

 

４ その他  

本件の調査事項については、委員会が調査検討のために必要とする情報を収集し、委員

会の審議を促進させるため、「特定ラジオマイク作業班」にて行うこととする。 
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デジタル特定ラジオマイクの技術的条件の当面の審議スケジュール(案) 

 

年月 分科会・委員会 作業班 

１月 第 12回 委員会(1/18) 

・調査検討事項・進め方 

 

分科会(1/25) 

・検討開始報告 

 

 

 

２月  第 1回 作業班 

・調査検討事項・進め方の確認 等 

 

第 2回 作業班 

・技術的条件案検討 

３月  

 

 

 

下旬 委員会 

・作業班検討報告 

・委員会報告案のパブコメ 

 

下旬 パブコメ開始 

（意見募集期間 ４月下旬まで） 

 

第 3回作業班 

・技術的条件案検討 

 

第４回作業班 

・報告書（案）の取りまとめ 

 

（以降は必要に応じて適宜開催） 

 

４月  

下旬 委員会 

・委員会報告案とりまとめの検討 等 

 

５月 分科会 

・一部答申 

 

別 紙 


